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第
３
部

くわくわ

満
蒙
開
拓
か
ら
の
問
い

鍬を握る・満蒙開拓からの問い（２１）国策の影、いまも（４）
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国
策
の
影

い
ま
も

④

連載へのご意見、ご感想をお寄
せください。情報提供もお待ちし
ています。名前、連絡先（電話番
号やメールアドレスなど）を明記
してください 〒380－8546 長野
市南県町657 信濃毎日新聞社編
集局「鍬を握る」取材班（ファク
ス026・236・3017、メール ＠

この連載は「信濃毎日
新聞デジタル」の特設ペ
ージでもお届けします。

情
報
や
感
想

こ
ち
ら
へ
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独り日本で 法のすきまに
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テ
キ
ス
ト
を
懸
命
に
た
ど
っ
て
日
本
語
を
練
習
す
る

孫
祥
さ
ん

中
央

２
月
１
日

上
田
市

日
本
語
の
テ
キ
ス
ト
に
指
を
添

わ
せ
、
一
文
字
一
文
字
、
丁
寧
に

読
み
上
げ
て
い
く
。「
お
か
ら
だ
、

ふ
き
ま
し
ょ
う
か
」
「
お
ね
が
い

し
ま
す
」
。
２
月
１
日
、
上
田
日

中
友
好
協
会
が
上
田
市
の
「
室
賀

温
泉
さ
さ
ら
の
湯
」
で
開
い
た
日

本
語
教
室
。
帰
国
し
た
中
国
残
留

日
本
人
１
世
と
２
世
の
計
７
人

が
、
介
護
の
現
場
で
交
わ
さ
れ
る

会
話
を
学
ん
だ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
導
か
れ
、
孫ス

ン

祥
シ
ャ
ン

さ
ん

埴
科
郡
坂
城
町

も
一
生
懸
命
に

日
本
語
を
発
音
し
た
。

協
会
は
月
２
回
、
上
田
地
域
な

ど
の
中
国
帰
国
者
向
け
に
、
さ
さ

ら
の
湯
で
教
室
を
開
い
て
い
る
。

一
緒
に
昼
食
も
食
べ
、
お
風
呂
へ

入
っ
て
帰
宅
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
高

齢
と
な
り
、
言
葉
が
伝
わ
ら
な
い

た
め
地
域
で
も
引
き
こ
も
り
が
ち

で
、
こ
の
日
は
楽
し
そ
う
な
中
国

語
が
飛
び
交
っ
た
。

だ
が
終
わ
り
に
近
づ
く
と
、
孫

さ
ん
は
日
本
語
と
中
国
語
を
交
え

て
漏
ら
し
た
。「
独
り
で
寂
し
い
。

娘
、
別
々
。
仕
事
な
い
。
年
取
っ

て
ず
っ
と
１
人
で
い
る
か
ら
、
日

本
語
も
中
国
語
も
忘
れ
か
け
て
い

る
。
孤
単

ク
ー
タ
ン

（
孤
独
だ
）
」
｜
。

孫
さ
ん
は
、
中
国
残
留
孤
児
の

故
山
城
和か

ず

四し

さ
ん
の
夫
。
和
四
さ

ん
は
更
級
郡
村
上
村
（
現
坂
城
町
）

出
身
で
、
更
級
郷ご

う

開
拓
団
の
一
員

と
し
て
満
州
（
現
中
国
東
北
部
）

に
渡
っ
た
。
夫
妻
は
中
国
・
黒
竜

江
省
の
勃
利
県
か
ら
１
９
８
７
年

７
月
、
子
ど
も
７
人
の
う
ち
３
人

を
連
れ
て
来
日
。
坂
城
町
内
で
暮

ら
し
始
め
た
。
孫
さ
ん
は

歳
、

和
四
さ
ん
は

歳
。
後
に
、
他
の

子
ど
も
４
人
も
来
日
し
た
。

孫
さ
ん
は
、
日
本
語
を
学
ぶ
間

も
な
い
ま
ま
製
造
業
の
工
場
で
働

い
た
。
時
給
は
当
時
６
０
０
円
ほ

ど
。
生
活
は
逼ひ

っ

迫ぱ
く

し
て
い
た
。

和
四
さ
ん
は
、
家
族
で
日
本
に

来
ら
れ
た
こ
と
こ
そ
喜
ん
だ
が
、

慣
れ
な
い
暮
ら
し
で
持
病
が
悪

化
。
医
療
費
の
心
配
か
ら
受
診
を

控
え
、
中
国
か
ら
送
っ
て
も
ら
う

薬
を
飲
み
続
け
た
。
定
期
健
診
を

受
け
る
方
法
も
分
か
ら
な
か
っ
た

来
日
か
ら
１
年
半
ほ
ど
の

年
３

月
の
朝
、
自
宅
で
倒
れ
、
病
院
に

運
ば
れ
た
ま
ま
亡
く
な
っ
た
。

「
日
本
に
来
て
か
ら
、
何
の
楽

し
み
も
味
わ
う
間
が
な
か
っ
た
」。

来
日
時
、
小
学
６
年
だ
っ
た
末
娘

の
三
浦
奈
美
さ
ん

長
野
市

は
母
を
悼
む
。
和
四
さ
ん
は
、

最
期
に
中
国
語
で
奈
美
さ
ん
の
名

を
呼
ん
だ
と
い
う
。

孫
さ
ん
は

歳
で
退
職
後
も
、

別
の
会
社
に
移
っ
て

歳
ま
で
働

い
た
。
２
０
１
４
年
、
帰
国
し
た

残
留
日
本
人
本
人
の
死
後
に
、
そ

の
配
偶
者
が
困
窮
し
な
い
よ
う
、

日
本
政
府
は
新
た
な
支
援
金
制
度

を
つ
く
っ
た
。
孫
さ
ん
も
町
役
場

に
問
い
合
わ
せ
た
。
だ
が
対
象
外

だ
っ
た
。
対
象
に
な
る
の
は
残
留

日
本
人
本
人
が

歳
以
上
で
死
亡

し
た
場
合
。
和
四
さ
ん
は
亡
く
な

っ
た
時
、

歳
だ
っ
た
。

「
す
べ
て
の
配
偶
者
に
支
援
給

付
・
配
偶
者
支
援
金
を
！
」
。
中

国
残
留
孤
児
国
家
賠
償
訴
訟
の
弁

護
団
全
国
連
絡
会
な
ど
は

年
７

月
、
訴
訟
終
結
後
も
毎
夏
に
行
っ

て
い
る
厚
生
労
働
相
と
の
面
談

で
、
六
つ
の
要
望
事
項
の
筆
頭
に

配
偶
者
へ
の
支
援
拡
充
を
掲
げ

た
。
孫
さ
ん
の
よ
う
な
例
は
少
な

く
な
い
か
ら
だ
。
「
法
の
す
き
ま

と
も
言
え
る
不
合
理
な
格
差
だ
」。

連
絡
会
の
米
倉
洋
子
弁
護
士
（
東

京
）
は
国
の
対
応
を
注
視
す
る
。

孫
さ
ん
は
現
在
、
生
活
保
護
を

受
給
す
る
。
来
日
当
初
か
ら
住
む

町
営
住
宅
は
老
朽
化
し
、
入
居
者

が
減
っ
て
が
ら
ん
と
し
て
い
る
。

娘
と
同
居
し
た
い
が
、
子
ど
も
世

帯
の
収
入
が
考
慮
さ
れ
て
受
給
額

が
減
っ
た
り
、
も
ら
え
な
く
な
っ

た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
独
り

暮
ら
し
を
続
け
る
。

「
自
分
に
力
が
あ
れ
ば
養
え
る

の
に
…
」
。
奈
美
さ
ん
は
自
分
を

責
め
て
し
ま
う
。足
し
げ
く
通
い
、

料
理
を
作
り
置
き
し
て
帰
る
。
娘

の
車
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
、
外

に
出
て
手
を
振
る
孫
さ
ん
。
バ
ッ

ク
ミ
ラ
ー
に
小
さ
く
映
る
父
の
姿

に
、
い
つ
も
泣
け
て
く
る
。

中国残留日本人の配偶者への支援 中国残留

孤児たちによる国家賠償訴訟をきっかけに日

本政府が2008年に創設した新支援制度で、帰国した

残留日本人の配偶者も支援給付 月額最大８万円 を

受けられるようになった。 年には残留日本人の死

後に配偶者が困窮しないよう、満額の老齢年金の３

分の２相当額 年度は月額約４万4000円 の支援金

制度を設けた 厚生労働省によると 支援給付は老後

の経済的安定を図ることが目的だとして、 歳以上

で死亡した残留日本人の配偶者を対象としている。
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0262363196
〒380‐8546

コエチカ取材班

気になること、
おかしいなと思う
ことを記者が調査
・取材します。

＠
〒380‐8546
こと映え係

【４月のお題】

▽前
ぜん

途
と

洋
よう

々
よう

▽一
いち

場
じょう

の春
しゅん

夢
む

▽思
おも

えば思わるる

篠
塚
建
次
郎
さ
ん
死
去

歳

パ
リ
ダ
カ
で
日
本
人
初
Ｖ

パ
リ
・
ダ
カ
ー
ル
・
ラ
リ
ー

（
通
称
パ
リ
ダ
カ
）
と
世
界
ラ
リ

ー
選
手
権
（
Ｗ
Ｒ
Ｃ
）
で
日
本
人

初
優
勝
を
果
た
し
た
篠
塚
建
次
郎

（
し
の
づ
か
・
け
ん
じ
ろ
う
）
さ

ん
が

日
午
前
、
膵
臓
（
す
い
ぞ

う
）
が
ん
の
た
め
諏
訪
市
の
病
院

で
死
去
し
た
。

歳
だ
っ
た
。
葬

儀
は
家
族
葬
で
執
り
行
い
、
後
日

お
別
れ
の
会
を
開
く
。

東
京
都
出
身
。
東
海
大
入
学
後

に
ラ
リ
ー
を
始
め
、
卒
業
し
て
三

菱
自
動
車
入
社
。
社
員
ド
ラ
イ
バ

ー
と
し
て
国
内
ラ
リ
ー
で
活
躍
し

た
後
、
海
外
ラ
リ
ー
に
進
出
。
排

ガ
ス
規
制
に
伴
う
会
社
の
ラ
リ
ー

活
動
休
止
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
徹

し
た
時
期
を
挟
み
、
１
９
８
６
年

か
ら
パ
リ
ダ
カ
参
戦
を
開
始
。
参

戦

年
目
、

歳
だ
っ
た

年
に

四
輪
部
門
で
日
本
人
初
の
パ
リ
ダ

カ
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
。
優
勝

車
の
三
菱
パ
ジ
ェ
ロ
は
人
気
車
種

と
な
っ
た
。

Ｗ
Ｒ
Ｃ
で
は

年
の
ア
イ
ボ
リ

ー
コ
ー
ス
ト
・
ラ
リ
ー
で
三
菱
ギ

ャ
ラ
ン
に
乗
っ
て
日
本
人
初
優
勝

を
果
た
し
、
翌
年
も
制
覇
。
名
実

と
も
に
日
本
を
代
表
す
る
ラ
リ
ー

・
ド
ラ
イ
バ
ー
と
な
っ
た
。

２
０
０
２
年
の
パ
リ
ダ
カ
総
合

３
位
を
最
後
に
三
菱
自
動
車
を
退

社
。

年
か
ら
は
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ

ー
と
し
て
日
産
自
動
車
と
契
約
す

る
な
ど
、

年
ま
で
パ
リ
ダ
カ
に

出
場
し
た
。

慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈

小
島

森
三
さ
ん
（
こ
じ
ま
・
も

り
ぞ
う

元
上
水
内
郡
戸
隠
村
長
）

日
午
後
０
時
１
分
、
肺
炎
の
た
め

長
野
市
の
病
院
で
死
去
、

歳
。
旧

戸
隠
村
（
現
長
野
市
）
出
身
。
自
宅

は
長
野
市
上
駒
沢
。
葬
儀
は

日
午

後
３
時
か
ら
長
野
市
吉
田
２
の

の

５
、
Ｊ
Ａ
虹
の
ホ
ー
ル
吉
田
で
。
家

族
葬
で
行
う
。
喪
主
は
長
男
の
一
男

（
か
ず
お
）
さ
ん
と
長
女
の
高
木
（
た

か
ぎ
）
ち
ど
り
さ
ん
。

村
教
育
長
な
ど
を
経
て
、

年

月
か
ら
村
長
を
１
期
務
め
た
。

慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈

い
の
ま
た

む
つ
み
さ
ん
（
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
本

名
非
公
表
）

日
午
前
３
時
、
自
宅

で
死
去
。
横
浜
市
出
身
。
葬
儀
は
近

親
者
で
行
っ
た
。

小
説
「
宇
宙
皇
子
（
う
つ
の
み
こ
）」

「
風
の
大
陸
」
各
シ
リ
ー
ズ
の
表
紙
、

挿
絵
を
担
当
し
た
ほ
か
、
ゲ
ー
ム
「
テ

イ
ル
ズ

オ
ブ
」
シ
リ
ー
ズ
の
多
く

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
手
が

け
、
繊
細
で
華
や
か
な
画
風
で
人
気

を
博
し
た
。

輪
島

避
難
所
の
半
数
超

地
震
発
生
時

備
蓄
な
し

市
「
予
算
不
足
」

防
災
計
画
で
確
保
規
定

若手の一押

しを投稿し
ています！

慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈

献
金
勧
誘

最
高
裁
初
判
断
へ

旧

統
一
教
会
被
害

６
月
に
弁
論

世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
（
旧

統
一
教
会
）
か
ら
高
額
な
献
金
や

物
品
購
入
の
勧
誘
を
受
け
た
女
性

信
者
の
遺
族
が
教
団
側
に
損
害
賠

償
を
求
め
た
訴
訟
の
上
告
審
で
、

最
高
裁
第
１
小
法
廷
（
堺
徹
裁
判

長
）
は

日
、
当
事
者
双
方
の
意

見
を
聴
く
弁
論
を
６
月

日
に
開

く
と
決
め
た
。
教
団
側
に
よ
る
勧

誘
行
為
を
巡
り
、
最
高
裁
が
判
断

す
る
の
は
初
め
て
。

最
高
裁
の
弁
論
は
結
論
を
変
更

す
る
の
に
必
要
な
手
続
き
で
、
遺

族
側
の
敗
訴
が
見
直
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。
こ
の
女
性
信
者
が
献

金
な
ど
に
関
し
、
教
団
と
の
間
で

「
損
害
賠
償
な
ど
の
裁
判
を
一
切

起
こ
さ
な
い
」
と
い
っ
た
内
容
の

念
書
に
署
名
し
て
い
た
点
が
争
点

と
な
る
見
通
し
。
一
、
二
審
判
決

は
署
名
の
有
効
性
を
認
め
遺
族
側

の
請
求
を
退
け
て
い
た
。

二
審
東
京
高
裁
判
決
に
よ
る

と
、
女
性
信
者
は
所
有
し
て
い
た

土
地
の
売
却
で
得
た
代
金
や
、
夫

の
財
産
を
教
団
側
に
献
金
す
る
な

ど
し
た
。

訴
訟
で
遺
族
側
は
、
女
性
信
者

が
当
時
高
齢
で
認
知
能
力
も
低
下

し
て
い
た
と
し
て
、
念
書
の
信
用

性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
指
摘
。
裁

判
を
起
こ
さ
な
い
と
の
内
容
も

「
公
序
良
俗
に
反
し
無
効
」
と
主

張
し
た
。
一
方
、
教
団
側
は
「
女

性
信
者
は
正
常
な
判
断
で
署
名
し

て
お
り
、
訴
え
は
不
適
法
」
と
反

論
し
た
。

２
０
２
１
年
の
一
審
東
京
地
裁

判
決
は
、
女
性
信
者
が
自
ら
希
望

し
て
念
書
を
作
成
し
、
教
団
側
と

の
や
り
と
り
に
も
不
審
な
点
は

な
い
と
し
て
「
念
書
は
正
常
な

判
断
能
力
で
作
成
さ
れ
た
」
と
判

断
。
両
者
間
に
は
「
裁
判
を
し
な

い
と
い
う
合
意
が
有
効
に
成
立
し

て
い
る
」
と
し
て
訴
え
を
却
下
し

た
。

年
の
二
審
判
決
も
支
持
し

た
。訴

訟
は
女
性
信
者
が
原
告
と
な

り
、
教
団
側
に
１
億
８
千
万
円
余

り
を
請
求
。
そ
の
後
の
死
亡
に
伴

っ
て
遺
族
が
引
き
継
ぎ
、
上
告
段

階
で
は
請
求
額
を
６
千
万
円
余
り

に
減
ら
し
た
。

能
登
半
島
地
震
で
甚
大
な
被
害

が
あ
っ
た
石
川
県
輪
島
市
が
、
指

定
避
難
所
の
半
数
超
の

カ
所

に
、
地
域
防
災
計
画
で
確
保
が
求

め
ら
れ
た
食
料
な
ど
必
要
物
資
の

備
蓄
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

日
、
市
な
ど
へ
の
取
材
で
分
か

っ
た
。
地
震
で
道
路
が
寸
断
し
、

発
災
後
の
数
日
間
、
備
蓄
の
な
い

避
難
所
で
は
防
寒
具
や
食
料
が
不

足
し
た
。
輪
島
市
は
予
算
不
足
な

ど
を
理
由
と
し
て
お
り
、
見
直
す

方
針
を
示
し
て
い
る
。

同
じ
く
大
き
な
被
害
を
受
け
た

珠
洲
市
で
は
配
備
さ
れ
て
お
り
、

地
域
差
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
各

地
で
点
検
が
迫
ら
れ
そ
う
だ
。

輪
島
市
は
国
の
防
災
基
本
計
画

な
ど
に
基
づ
き
、
地
域
防
災
計
画

を
作
成
。
２
０
１
３
年
に
「
指
定

避
難
所
や
近
く
に
地
域
完
結
型
の

備
蓄
施
設
を
確
保
」
す
る
よ
う
努

め
る
と
の
趣
旨
の
文
言
を
盛
り
込

ん
だ
。
市
は
被
災
者
が
一
定
期
間

避
難
生
活
を
送
る
た
め
の
避
難
所

を

カ
所
指
定
し
て
い
る
が
、
今

年
の
元
日
時
点
で
学
校
や
道
の
駅

な
ど

カ
所
に
備
蓄
施
設
は
な

く
、
食
料
や
飲
料
水
、
簡
易
ト
イ

レ
な
ど
避
難
生
活
に
必
要
な
物
資

が
な
か
っ
た
。

市
に
よ
る
と
、

年
の
地
震
の

最
大
避
難
者
数
が
約
２
６
０
０
人

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
人
口
減
を
考

慮
し
て
約
１
８
０
０
人
の
３
食
分

で
あ
る
５
４
０
０
食
を
指
定
避
難

所
の
公
民
館
な
ど

カ
所
と
指
定

避
難
所
で
は
な
い
市
の
防
災
倉
庫

１
カ
所
に
配
分
す
る
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
。

輪
島
市
で
は
今
年
１
月
４
日
時

点
で
、
指
定
避
難
所
に
約
７
３
０

０
人
が
避
難
。
地
震
発
生
間
も
な

い
頃
に
は
、
避
難
者
が
自
宅
か
ら

食
料
や
毛
布
を
持
ち
寄
り
し
の
い

だ
避
難
所
も
あ
っ
た
。

邦
人
女
性
の
伯
母

「
夫
と
計
画
」
自
白

比
２
遺
体
事
件

身
柄
確
保

マ
ニ
ラ
共
同

フ
ィ
リ
ピ
ン
北

部
ル
ソ
ン
島
の
ケ
ソ
ン
州
タ
ヤ
バ

ス
で
日
本
国
籍
の
女
性
モ
テ
ギ
・

マ
イ
さ
ん

と
フ
ィ
リ
ピ
ン
国

籍
の
母

の
２
遺
体
が
見
つ
か

っ
た
事
件
で
、
地
元
捜
査
関
係
者

は

日
、
母
の
姉
に
当
た
る
伯
母

が
昨
年

月
か
ら
夫
と
計
画
し
て

犯
行
に
及
ん
だ
と
自
白
す
る
動
画

を
入
手
し
た
と
明
ら
か
に
し
た
。

伯
母
は
逃
亡
先
の
ア
ル
バ
イ
州

ピ
オ
ド
ゥ
ラ
ン
で
殺
虫
剤
を
摂
取

し
て
自
殺
未
遂
を
起
こ
し
、
搬
送

先
の
病
院
で
警
察
が
身
柄
を
確
保

し
た
。
伯
母
は
ケ
ソ
ン
州
の
病
院

に
移
送
さ
れ
、
集
中
治
療
室
で
手

当
て
を
受
け
て
い
る
。

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

県
北
部
や
菅
平

あ
す
大
雪
恐
れ

長
野
地
方
気
象
台
は

日
、
西

高
東
低
の
気
圧
配
置
の
影
響
で
、

県
内
は

日
か
ら

日
ご
ろ
に

か
け
て
北
部
の
山
沿
い
と
中
野

飯
山
地
域
、
上
田
地
域
の
菅
平

周
辺
で
大
雪
と
な
る
見
込
み
と

発
表
し
た
。
上
空
の
寒
気
が
予

想
よ
り
強
ま
る
な
ど
し
た
場
合
、

大
雪
警
報
を
発
表
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
し
て
い
る
。
大
雪
や

路
面
の
凍
結
に
よ
る
交
通
障
害
に

注
意
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い

る
。

日
午
後
６
時
ま
で
の

時
間

予
想
降
雪
量
は
、
い
ず
れ
も
多
い

所
で
北
部
と
中
部

〜

㌢
、
南

部

〜

㌢
。

日
午
後
６
時
ま

で
の

時
間
予
想
降
雪
量
は
、
い

ず
れ
も
多
い
所
で
北
部

〜

㌢
、
中
部

〜

㌢
、
南
部
５
〜

㌢
と
な
っ
て
い
る
。

強
風
長
野
で
は

屋
根
飛
ぶ
被
害

高
森
・
飯
田
で
下
草
火
災
も

西
高
東
低
の
気
圧
配
置
と
な
っ

た

日
、
県
内
で
は
風
が
強
ま
り
、

長
野
市
で
は
屋
根
の
一
部
が
剝
が

れ
る
被
害
が
少
な
く
と
も
２
件
発

生
。
下
伊
那
郡
高
森
町
と
飯
田
市

で
は
風
で
燃
え
広
が
っ
た
と
み
ら

れ
る
下
草
火
災
が
２
件
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
け
が
人
は
い
な
い
。
長

野
地
方
気
象
台
は
諏
訪
地
域
に
一

時
強
風
注
意
報
を
出
し
た
。

長
野
市
消
防
局
に
よ
る
と
、
同

日
午
前

時

分
ご
ろ
、
同
市
戸

隠
豊
岡
で
土
蔵
の
屋
根
の
一
部
が

強
風
で
飛
ば
さ
れ
道
路
を
ふ
さ
い

で
い
る
｜
と
１
１
９
番
通
報
が
あ

っ
た
。
屋
根
の
金
属
板
１
枚
が
飛

ば
さ
れ
、
電
柱
に
引
っ
か
か
っ
た
。

同

時

分
ご
ろ
に
は
、
同
市
若

里
６
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の

屋
根
が
飛
ば
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て

い
る
｜
と
１
１
９
番
通
報
が
あ
っ

た
。
屋
根
の
金
属
板
（
長
さ

㍍
、

幅

㌢
）
４
枚
が
飛
ば
さ
れ
、
２

枚
が
剝
が
れ
か
け
た
。

一
方
、
高
森
町
山
吹
の
果
樹
園

で
下
草
約
５
７
０
０
平
方
㍍
、
飯

田
市
伊
豆
木
で
は
下
草
や
山
林
計

約
１
４
０
０
平
方
㍍
を
焼
く
火
災

が
あ
っ
た
。
飯
田
署
は
と
も
に
、

風
で
火
が
燃
え
広
が
っ
た
と
み
て

い
る
。

気
象
庁
に
よ
る
と
、
同
日
午
後

４
時
ま
で
の
最
大
風
速
は
諏
訪

・
４
㍍
、
松
本
今
井

・
８
㍍
、

東
御

・
８
㍍
、
飯
田

・
４
㍍
、

長
野
９
・
６
㍍
な
ど
。

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
屋
根
を

補
強
す
る
消
防
職
員

日
午
後

０
時
８
分

長
野
市
若
里
６

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

第三種郵便物認可 （令和６年） 　第三種郵便物認可 （令和６年） 　


